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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月8日(2019.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　損失性導電媒体（２０３）の上に規定された高さで帯電端子（Ｔ１）を配置することで
あって、前記帯電端子は、可変静電容量（２６０）を介して端末下部（Ｔ１Ｌ）に結合さ
れた端末上部（Ｔ１Ｕ）を備える、ことと、
　前記損失性導電媒体に関連付けられた複素ブルースター入射角（θｉ，Ｂ）に対応する
ウェーブチルト角（Ψ）に整合するように、前記帯電端子に接続された給電ネットワーク
（２０９）の位相遅延（Φ）を調整することと、
　前記給電ネットワーク及び前記帯電端子に関連付けられた構造のインピーダンス（Ｚｂ

ａｓｅ）のリアクタンス成分に、前記損失性導電媒体に関連付けられた影像グラウンド平
面のインピーダンス（Ｚｉｎ）のリアクタンス成分を整合させるように前記帯電端子の前
記可変静電容量を調整することであって、前記影像グラウンド平面のインピーダンスは、
【数１】

によって与えられ、ｚｏは、伝播定数
【数２】

を有する空気の特性インピーダンスであり、ω＝２πｆであり、ｆは動作周波数であり、
μ０は空気の伝播定数であり、σ０は空気の導電率であり、ｚ１は、

【数３】

によって与えられ、
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【数４】

である、またはｚ１は、
【数５】

で近似され、
【数６】

であり、μ１は、前記損失性導電媒体の伝播定数であり、σ１は、前記損失性導電媒体の
導電率であり、ε１は、前記損失性導電媒体の誘電率である、ことと、
　前記給電ネットワークを介して前記動作周波数における励起電圧で前記帯電端子を励起
することであって、前記励起電圧は、前記損失性導電媒体の表面に沿って誘導表面導波モ
ードに結合する電界を確立する、ことと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記給電ネットワークの前記位相遅延（Φ）は、前記帯電端子の前記可変静電容量が調
整される間、固定される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記給電ネットワークは、前記帯電端子に結合された給電線導体（２２１）と、前記損
失性導電媒体と前記給電線導体との間に結合されたコイル（２１５）と、を含み、前記給
電ネットワークの前記位相遅延（Φ）は、前記給電線導体に関連付けられた位相遅延（θ

ｙ）と前記コイルに関連付けられた位相遅延（θｃ）とを含む、請求項１又は２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記損失性導電媒体に関連付けられた前記複素ブルースター入射角（θｉ，Ｂ）は、前
記励起電圧の前記動作周波数及び前記損失性導電媒体の特性に基づく、請求項１から３の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記影像グラウンド平面のインピーダンス（Ｚｉｎ）は、前記損失性導電媒体の物理的
境界（１３６）と導電性影像グラウンド平面（１３９）との間の位相シフト（θｄ）に少
なくとも部分的に基づく、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記損失性導電媒体の前記物理的境界と前記導電性影像グラウンド平面とは、複素深さ
によって隔てられる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記損失性導電媒体の特性の変化を検知することと、
　前記損失性導電媒体の前記特性の前記変化に応じて、前記帯電端子に接続された前記給
電ネットワークの前記位相遅延（Φ）を修正されたウェーブチルト角に整合するように調
整することであって、前記修正されたウェーブチルト角は、前記特性の変化した前記損失
性導電媒体に関連付けられた複素ブルースター入射角に対応する、ことと、
　前記特性の変化した前記損失性導電媒体に基づく新しい影像グラウンド平面のインピー
ダンスに基づいて前記帯電端子の前記可変静電容量を調整することと、
を含む、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記損失性導電媒体は、テレストリアル媒体である、請求項１から７のいずれか一項に
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記載の方法。
【請求項９】
　損失性導電媒体（２０３）の上に持ち上げられた帯電端子（Ｔ１）であって、前記帯電
端子は、可変静電容量（２６０）を介して端末下部（Ｔ１Ｌ）に結合された端末上部（Ｔ

１Ｕ）を備える、帯電端子（Ｔ１）と、
　前記帯電端子に励起源（２１２）を結合するように構成された給電ネットワーク（２０
９）であって、前記給電ネットワークは、前記損失性導電媒体に関連付けられた複素ブル
ースター入射角（θｉ，Ｂ）に関連付けられたウェーブチルト角（Ψ）に整合する位相遅
延（Φ）を有する電圧を前記帯電端子に供給するように構成されており、前記可変静電容
量は、前記給電ネットワーク及び前記帯電端子に関連付けられた構造のインピーダンス（
Ｚｉｎ）のリアクタンス成分を、前記損失性導電媒体に関連付けられた影像グラウンド平
面のインピーダンス（Ｚｂａｓｅ）のリアクタンス成分に整合させるように調整され、前
記影像グラウンド平面のインピーダンスは、
【数７】

によって与えられ、ｚｏは、伝播定数
【数８】

を有する空気の特性インピーダンスであり、ω＝２πｆであり、ｆは動作周波数であり、
μ０は空気の伝播定数であり、σ０は空気の導電率であり、ｚ１は、

【数９】

によって与えられ、
【数１０】

である、またはｚ１は、
【数１１】

で近似され、

【数１２】

であり、μ１は、前記損失性導電媒体の伝播定数であり、σ１は、前記損失性導電媒体の
導電率であり、ε１は、前記損失性導電媒体の誘電率である、給電ネットワークと、
　を備える、誘導表面導波プローブ。
【請求項１０】
　前記給電ネットワークは、前記帯電端子に結合された給電線導体（２２１）と、前記損
失性導電媒体と前記給電線導体との間に結合されたコイル（２１５）と、を含み、前記給
電ネットワークの前記位相遅延（Φ）は、前記給電線導体に関連付けられた位相遅延（θ

ｙ）と前記コイルに関連付けられた位相遅延（θｃ）とを含む、請求項９に記載の誘導表
面導波プローブ。
【請求項１１】
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　前記給電ネットワークは、前記ウェーブチルト角（Ψ）に整合するように前記位相遅延
（Φ）を変えるように構成されている、請求項１０に記載の誘導表面導波プローブ。
【請求項１２】
　前記損失性導電媒体の特性に少なくとも部分的に基づいて前記給電ネットワークを調整
するように構成されたプローブ制御システム（２３０）を備える、請求項１０又は１１に
記載の誘導表面導波プローブ。
【請求項１３】
　前記プローブ制御システムは、前記損失性導電媒体の前記特性の変化に応じて、前記可
変静電容量を調整する、請求項１２に記載の誘導表面導波プローブ。
【請求項１４】
　前記給電ネットワークの前記位相遅延（Φ）は、前記帯電端子の前記可変静電容量が調
整される間、固定される、請求項１３に記載の誘導表面導波プローブ。
【請求項１５】
　前記損失性導電媒体は、テレストリアル媒体である、請求項９から１４のいずれか一項
に記載の誘導表面導波プローブ。
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